
学校教育目標

　４　ウェルビーイングを目指した活力あふれる学校づくり

A 達成

B 概ね達成

C やや不十分

D 不十分

番号 評価項目 達成度

◆先生方の元気や健康が何よりの教育資源です。今後も働き方改革の推進、ワークライフ
バランスの確保を大切にしながら、働きやすさと働きがいを両立した、活力ある学校を構築
されますようご祈念いたします。
▽教職員の働き方を見直すことがよりよい教育の実践にもつながることを、保護者や地域
に表明し、一層の理解醸成が図られることを期待します。
◆教職員のワークライフバランスの見直しをより進めていただきたい。なかなか休暇等取
得しにくい状況であることは理解していますが、アウトソーシング出来る部分もあるかと思
います。教員に余裕があると生徒に対する時間をとることができるわけですので、IT化をよ
り一層進め業務の適正化を進めていただきたい。

（２）教職員のワークライフバランスの確保
①休暇を取得しやすい環境づくりや条件整備を組織的に行う。
②家庭や地域と役割分担しながら、外部人材の活用等により教職員が余裕を持てる
職場環境をつくる。

①休日勤務管理簿の記入の徹底
②休暇取得の推進
③学校・教師が担う業務の明確化・適正化の推進

◎総合的な探究の時間の充実が図られ、必要な力を身につけさせ、進路意識を高めてい
る点が良い。
◎多様性が叫ばれている中、外国人の方々との交流は、これからの社会を生きる生徒に
とって貴重な経験になったものと思う。
◎オープンスクールの内容が去年の反省を元に見直されていて、中学生は充実した一日
を過ごせたものと思う。
◎ナイト・オープンスクールの実施も、日中休めない保護者にとってありがたい企画だと思
う。
◎学力差への対応を行いながら、探究活動における受賞（高校生科学教育大賞等）、難関
校への合格者輩出など、日本一の農業高校を目指し、実際に高い成果を出されていること
に対し、心より敬意を表します。
◆現在、小学校では、講義的な一斉指導から子ども達の主体的な学びを保障する支援の
在り方を模索しております。「委ねる、任せる」といった学びをどのように実現していくのか、
「学び方」を身に付けながら深い学びを実現できるような授業改善に取り組んでいます。置
賜農業高校の教育課程は、専門性の高い授業、個々またはチームによる課題解決の授業
やクラブがありますので、探究的な学びを推進しやすい環境にあるものと思います。実際に
様々な機会で見る生徒さんの姿は、主体的な姿があります。今求められる、生徒主体の学
びの在り方、生涯にわたって能動的に学び続ける力の育成を小中高でそれぞれの段階を
意識して推進できればよいと思います。
◎校内プロジェクト発表会を参観し、総じて各グループの内容・スピーチ力のレベルが高
く、非常に感心させられました。また、一日入学の際に最先端の技術も取り入れた置賜農
業高校の教育活動がよく分かりました。
◎学校評価アンケートで、生徒の職業観を高める機会が多く設けられていることや農業教
育が充実していること、保護者や地域から信頼されているとの肯定意見が非常に高い割合
となっており、素晴らしいことだと思います。

A

○置農祭において役員の方々の協力によりＰＴＡ模擬店での「餅振る舞い」、マナーアップ
運動、会報作成などを実施できた。
〇学校運営協議会および産業教育連携協議会を計画通り年3回開催し、協働的に本校の
教育活動を推進することができた。
▲次年度からの産業教育連携協議会の自律的運営（自走）を見据え、単年度の予算措置
に依存した単発事業ではなく、教育課程に位置づけられた持続可能な運営方法を検討す
る。
〇川西中学校1年生全員に対し、上級学校訪問として本校の学習内容の周知を行うことが
できた。
◇次年度も授業見学、講義・実習参加など希望に応じて対応できるように地区の中学校か
らの要請を受ける。
〇小松小学校の稲作体験、ふれあい動物体験、置農ファンクラブ、ちゃぐりんキッズ、花を
使った交流活動によって、農業を通じた小学生・地域住民との交流を行い、本校の理解を
深めることができた。
〇オープンスクール・体験入学参加者はのべ175名であり、11月末には平日夕方にナイト・
オープンスクールを新規に実施し、保護者を含めて18名参加して頂けた。
〇本校は保護者や地域から信頼されている。　生徒95.5％、保護者96.5％
〇本校は地域・保護者との連携を密にとっている。　保護者80.5％、教職員90.3％

◎地域の教育施設の一つとして、置賜農業高校との協働の在り方を探ってまいりたいと考
えています。例えば置農ファンクラブの一部プログラム（やきいも等）を飯豊少年自然の家
と共催するなどにより、担当する先生方の負担を減らしながらお互いにとってより良い事業
とすることができる可能性を感じています。
◆人口が減少するなか、将来の地域社会を担う人材の育成がとても重要と考えます。
▽地域愛を持ち、地元のために何ができるかと考えて行動できる人材育成を期待します。
◆置賜農業高校の地域に対する様々な活動を広報誌等で目にします。地域貢献に対して
は、「生徒への教育を主眼におき」各組織との活動が重要かと思います。また、社会資源
（ヒト、もの、カネ）をうまく活用し、広い分野からの教育支援を得ることも重要な事かと考え
ます。
▽制度の課題もあるかと思いますが、教職員が教授できるカリキュラムの他、社会資源（ヒ
ト）が教授できるカリキュラムが増えても良いのではないでしょうか。そこにはいろいろな「考
え方」や「実践方法」など学習できるのではないでしょうか。
◎生徒の地域社会に対する貢献度は高いと考えています。それらの情報を地域社会に発
信することも重要です。情報の発信は生徒のモチベーションのアップにもつながります。こ
れからもタイムリーな発信を続けていただきたい。

（３）地域等への学校の魅力の効果的発信
①学校の特色や強みの効果的な情報発信等、訴求力のある多様な広報戦略を展開
する。
②地域のニーズを踏まえた教育実践や産業界との連携・協働による産業教育の充
実を図る。

①新しい技術や情報の積極的利用（ＩＣＴ、ＡＩなどスマート農
業に関する授業の充実）
②一人１台端末の活用法（各教科内での情報交換）
「ICTによる活用」肯定度85％

▲支援チームについてすべての学年でうまく連携し機能させることが必要である。
▲数値目標は達成していないが、多くの教員の時間外月平均は減少傾向にある。分掌内
での業務の偏りがあり、分掌内の業務標準化を進める必要がある。
▲上期（4月～9月）における時間外在校等時間の月平均が80時間を超える教員０人は未
達成であったが、年間においては0名を達成できた。また年間における時間外在校等時間
の月平均が45時間を超える教員は4名であった。
〇求人票・履歴書・進路希望調査の電子化により、業務がスムーズに進んだ。
▲PTAや地域の理解・協力を得て、教員の学校・教師が担う業務の明確化・適正化を行う
までに至らなかった。

①ＰＴＡ・外部団体等との連携
②主体的な生徒会活動（生徒会活動の生徒主体運営）
③地域行事への参加（こまつ市、森のマルシェ）
◇「地域・連携」肯定度85%

①円滑な運営と学校運営協議会と産業教育連携協議会の
連携
②同窓生からの講演や外部講師活用
③置農ファンクラブの実施（年5回）
◇「地域・連携」肯定度85%

①地域への広報活動（学校HPの充実）
②中学生・保護者への広報（オープンスクール・体験入学・
学年通信・進路だより・さくら連絡網）
◇学校見学者200名　◇「地域・連携」肯定度85%

4
ウェルビーイング
を目指した活力あ
ふれる学校づくり

（１）働き方改革の推進
①協働的な組織体制を構築するとともに、適切な業務分担を行う。
②学校・教員が担う業務適正化等の取組みの点検により、ＰＤＣＡサイクルを構築す
る。

①業務の削減や授業準備・教材研究の時間確保を実現した
好事例の紹介
② 支援チームによる生徒への対応等
③行事の精選（スリム化）や、ICTを活用した業務の推進

B

学校経営方針 　２　「学びを生かす」人づくり　　　　・知徳体が調和し 主体的に課題解決できる力を育む

　３　「地域をつくる」人づくり　　　　　・ふるさと を愛し 地域の未来をきりひらく力を育む

　「いのち」を育み、「こころ」を育み、「ひと」を育む学校
めざす生徒像

　元気・活力・勢いを創り出す、明るく逞しい置農生

　１　「『いのち』をつなぐ」人づくり　　・自尊意識を高め 共生の心 生命への慈しみを育む

①法令遵守の徹底（交通安全講話、薬物乱用防止講話）
②ＳＮＳ活用指導の徹底（情報モラル講話）
◇自転車通学に係る違反（イエロー切符　年10件以内）
◇SNSトラブル0件

①食育の推進（「食事と健康」に係る授業）
②リーダー研修会
③読書機会の積極的活用と推進（図書委員会の充実、授業
による図書館活用）
④各種大会への計画的・積極的な参加促進（全員加入、適
切な休養を組み込んだ部活動の充実）
◇部活動加入率100％

A

▲「観点別評価」における｢総括的評価｣のための｢評点100点法｣について、研修と議論が
必要。
◇e-教務の入力等、ICTの活用を再検討し「校務支援システム」のさらなる最適化を推進す
る。
▲不登校生徒への対応や災害時を想定し、「学びの保障」の観点からオンライン学習につ
いて、機材および教材準備・実施方法等について学校全体で検討する必要がある。
◇今年度設置したDXルームや機材を活用し、各教科の普及を推進して生徒のICT活用の
充実を図る。
◇教育DXの実現のために教員のICTに関するスキルアップが不可欠であり、ＩＣＴ教育推進
に係る研修を実施していく。
〇令和７年度やまがたグローカル・イノベーター育成事業を通じて川西町在住の外国人の
方（マレーシア）と交流し、異文化理解の促進が図れた。
〇1年生は「総合的な探究の時間」により高校生活を有意義に送る上での視点や社会で必
要とされる力を身につけていくことを理解することができた。また2年生はインターンシップ・
企業見学・就職実現セミナーから更に進路意識の向上が図られた。
〇「資格取得一覧」を新たに整備し、教室掲示・さくら連絡網により情報提供することができ
た。
〇特別支援教育について『すべての生徒が「わかる・できる」を目指したUD視点』での校内
研究授業を行なった後、米沢養護学校の教員を講師に招聘し、ユニバーサルデザインの
基本理念や授業の工夫について研修会を行うことができた。
〇様々な事情を持つ生徒に対してスクールソーシャルワーカーと連携することができた。
〇学力や努力を適切に評価している。　生徒97.7％、保護者89.4％
▲授業においてICT等が活用されている。　生徒84.2％、教職員91.7％
〇プロジェクト学習が充実している。　生徒93.2％、保護者95.6％、教職員88.9％
〇地域と連携した農業学習ができる。　生徒94.0％、保護者94.7％
〇教育相談等、丁寧な対応が行き届いている。 生徒91.0％、保護者88.5％、教職員
91.7％
〇進路実現に向けて計画的な指導が行われている。 生徒94.0％、保護者85.8％、教職員
88.9％

　1　｢いのちの教育｣の推進と健全な心身の育成

成果（○）と課題（▲）
次年度に向けた改善策等（◇）

達
成
度

具体的目標

具体的取組目標、方策・数値目標等

　３ 勤労を尊び、進んで社会公共のために尽くす人間を育成する。

　４ 国際的な視野に立ち、日本国民としての自覚を持つ人間を育成する。

　2　確かな「学び」と個に応じた支援

３

B

地域との協働を通
して地域をつくる
生徒を育てる学校
づくり

（１）郷土を理解し、地域の担い手となる心の育成
①関係機関と協議し、生徒が地域への興味関心を高める取組みを推進する。
②主権者教育、消費者教育を通して地域や社会に関心を持たせる指導を推進する。
③地域活動への参画等を通して、地域の魅力や課題を知る取組みを推進する。

（２）地域や関係機関との持続的な連携体制の確立
①学校運営協議会と産業教育連携協議会の一体的推進により教育活動の充実を図
る。
②町や地域、関係機関とネットワークを構築し、その充実を図る。
③農業クラブ活動や生徒会活動等を通して小・中学校との連携を深める。

（４） 個に応じた支援体制の充実
①教育相談体制を充実させ、個々の生徒に的確に対応する体制づくりを推進する。
②特別支援教育の視点からの指導・対応について教員間で情報共有を図る。
③学校における「居場所づくり」「絆づくり」の取組みの充実等により、不登校等の未
然防止を推進する。
④様々な事情を持つ生徒に対してはスクールカウンセラーやスクールソーシャル
ワーカー、関係機関が一体となって継続的に支援する。

２

①教育課程の適切な実施（観点別評価の充実、授業評価）
②e-教務入力の見直し及び研修会の実施
③主体的、対話的で深い学びの実現（授業改善）
◇「学習活動」肯定度85%

①関係機関との連携による実効的な取組推進（スクールカ
ウンセリング・特別支援巡回相談）
②校内組織による定期的な情報共有（蓬支援委員会、職員
会議）
③特別支援教育の視点からの研修会の実施
◇「教育相談」肯定度85％　◇「特別支援教育」肯定度85%

確かな「学び」と個
に応じた支援

（１）「学び」の充実
①確かな学力を育成し、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図る。
②農業の知識、技術等の学びを通し、高い志を持つ担い手を育成する。
③習得・活用・探究の過程による授業展開及び教科等横断的な学習を推進する。
④学校教育活動での多文化共生に関する学習を展開する。

（２）教育ＤＸの実現
①ＩＣＴの活用を日常化し、教育データの活用やＡＩ活用等により一人ひとりにあった充
実した学びを実現する。
②ＤＸハイスクール等によるＩＣＴ設備等の充実と生徒のＩＣＴ活用の充実を図る。

（３）キャリア教育の推進と進路指導の充実
①置農キャリア教育実践プランに基づいた計画的・組織的なキャリア教育を推進す
る。
②社会性や課題解決力等の社会で求められる資質・能力を、教育活動全体を通して
体験的・実践的に育成する。
③地域や産業界との連携を強化し、実効的な勤労観と職業観を醸成する。
④高校での学びが活かせる、より適切な進路選択と進路先の開拓に取組む。
⑤生徒の進路意識を段階的に高める計画的な指導を確立する。

①進路指導の組織的対応（個別指導・進路ガイダンスの実
施）
②産業視察やインターンシップの実施
③地域産業界との連携推進（農業法人・団体との交流会の
開催）
④進路探究の充実（進路面談、総合的な探究の時間の活
用）
◇「地域に根差した農業教育」肯定度85%
◇「進路指導」肯定度85%

令和７年度　県立置賜農業高等学校　学校評価書　　（自己評価・学校関係者評価）

「いのちの教育」の
推進と健全な心身
の育成

１

　１ 心身ともに健康 で、主体的に逞しく生きる人間 を育成する。

　２ 豊かな教養と主体的学習の習慣を身につけ、地域社会に貢献する人間を育成する。

　3　地域との協働を通して地域をつくる生徒を育てる学校づくり

（２）社会を健全に生き抜くための規範意識の醸成
①集団生活の中で社会のルールやマナーの大切さを学び、規範意識を育てる。
②情報活用能力を育成し、ネット社会におけるトラブルの未然防止に組織的に取り
組む。

自　己　評　価 学校関係者評価

○生徒集会等を通じて「いじめは絶対に許されない行為」であることを全校生徒に再確認
し、学校全体の雰囲気づくりに努めることができた。
〇「スクールカウンセリング」年27回、いじめ実態アンケート3回、全校いじめ対策面談1回
実施して組織的な対応ができた。
〇交通安全講話を実施し、今年度のイエロー切符は２件であった。継続して交通安全等の
法令遵守を徹底していく。
▲SNS活用指導のため、1学期1回、2学期1回外部講師を招聘してスマートフォンを中心と
した講話を開催してはいるが、校内のSNSトラブルは0件ではなかった。継続した指導が望
まれる。
〇各学年の生徒理解研修会など、機をとらえて多様な生徒の理解深化に努めている。出
席率は長欠者を除くと、現在９８％前後である。
▲学習環境整備は各学年・分掌とより一層連携が必要。
○図書館貸出数4.2冊（R6:3.3冊）と図書館利用時間165ｈ（R6:77ｈ）
〇今年度全校生徒平均貸出数が前年度より増加し、図書館利用時間が倍増した。
◇次年度から部活動が任意加入制に変更となるが、生徒に活動を推奨する手立てを検討
していく。
〇健康・食育に係る指導が行き届いている。　生徒91.7%、保護者97.3%、教職員80.6％
〇全校出席率約98％
〇学校の防災指導が行き届いている。　生徒95.5%、保護者87.6％

◆意見・▽要望・◎評価等

◎米作りにおいては、置賜農業高校の先生方、生徒の皆さんのおかげをもちまして、小学
生にとって充実した体験活動が毎年実現されております。高校生の皆さんが、小学生に対
してやさしく丁寧で寛容であることは、まさに「いのちの教育」として、高校生の皆さんの心
に根付いているものがあると思います。
◆置賜農業高校は、食につながる栽培、動物等の飼育、さらにバイオテクノロジーと専門
的な学びの場があります。教育課程も特化した内容となっておりますので、これからそうし
た授業の内容や、例えば小中学生が興味や関心を持てる内容について広く発信いただくこ
とで、キャリア教育として学びをつなげていく可能性もあるのではと考えます。
◎出席率９８％はすばらしい。学校に行きたくなる魅力がある証拠だと考える。
▽置賜農業高校は、植物、動物の“命”を育む教育を実践している高校です。“命”の教育
がより充実されることを期待いたします。
◆イエロー切符が2件とのことで、確かに少ないが、いのちを守る行動ということで考えれ
ば、0件を目指さなければならないと思う。
◎　いのちの教育や規範意識の醸成は、健全な心の成長に大切なことだと考えます。
▽　「人間力」を身につけ、地域社会で活躍できる人材の育成を期待します。

（３） 心身の健康維持・増進への積極的な態度の育成
①健康や食に関する教育の推進を通して基本的生活習慣を確立させる。
②農業クラブ活動や生徒会活動を推進し、社会性や指導性を育む。
③多様な読書活動の普及促進により、豊かな心の育成を図る。
④部活動等を通した心身の健康の増進や、スポーツへの多様な関わりができる態度
の育成。

（１）「いのちの教育」の推進
①豊かな心 、健やかな体を育み、互いを尊重し、社会の一員として自分の意志を持
ち前向きに行動する態度を育てる。
②いじめの早期解消に向け、スクールカウンセラー等と連携し 、組織的かつ迅速な
対応に取組む。
③危機管理マニュアルや学校安全計画の検証・更新等により、安心・安全な学校づく
りを推進する。

重点目標

①良好な人間関係づくり（面談や集会の定期的な実施）
②生徒理解の充実（スクールカウンセリング、いじめ対策面
談、各種調査）
③危機管理体制及び施設設備の安全点検（避難訓練、安
全点検）
◇全校出席率99%　　◇いじめ解消率100%


